
宇夫階神社 

 

宇夫階神社は、宇多津町の伝統的な地区である古街のはずれの丘の上にあります。高い木々に

囲まれたこの神社の歴史はかなり古いと言われ、神社保有の記録には、807 年に現在の場所に移

ったことが記されています。社殿は地震と火災で何回か破壊または損傷（最近では 1976年）した

後、数回再建・修復されています。現在の社殿には、コンクリート造りの拝殿と木造の本殿などがあり

ます。本殿は 1974 年に三重県の伊勢神宮から宇夫階神社に移設されたものです。 

伊勢神宮の社殿は宗教的な理由と実用的な理由の両方から、20 年ごとに建て替えられます。この

建て替えの際、新しい社殿用にスペースを設けるために、現在宇夫階神社の本殿として使われてい

る建物が移設されました。移設された社殿は登録有形文化財に指定されています。本殿の裏には、

高さ 5.5m、幅 4m の岩がそびえ立っており、この岩はもともとこの地の御神体として崇拝されていま

した。遥か昔、岩々や木々、その他の自然の産物は神々の宿る場所としてしばし崇められました。建

物に神々を祀るという考えは後になってから一般化したものです。宇夫階神社の境内にはさまざまな

摂社・末社があるほか、うどん屋さえもあります。 

 


